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世
界

　花は華でどれにも特徴があり楽しいものです。

　我が家の花づくりの基本は3つあります。その1は、

台所から出る生ごみと庭の草木等を資源とした肥料で

土づくりをしています。その2は、花は種から育てた

り挿し木等によって新株をつくるようにしています。

このことによって、植物の生命力を肌で実感でき満開

時には達成感でいっぱいです。その3は、狭い我が家

で1年中花を見るには、どうしてもプランターの活用

はかかせません。そこで向日性と背日性の植物や草花

を両立させること。そのためには、花の特徴をよく知

ることが何よりです。

　近ごろでは、散歩する方々からも声をかけられ地域

の交流に花が一役というところです。梅雨の季節で

す。　そこで一句。

　　百合の花　空に向って　雨降るな　　　　　　

静町　深谷 至 さん

KOGA
万華鏡

　2,396gと少し小さめに生まれた紀香も5月で4

歳になり、明るく、人懐っこい元気な子に成長

しました。

　外遊びが大好きで、特に近くの公園の赤いブ

ランコに乗るのが楽しみで、毎回「あー気持ち

いい。」と風を切って乗っています。最近はお

友達もたくさん増え、お友達と自転車に乗った

り、虫を見つけて観察したり、動物とじゃれ

合ったりして

喜んでいます。

　おしゃべり

好きで、いろ

いろなことを

楽しそうに教

えてくれます。

　段々と自立

していき、少

しづつお姉さ

んになってい

く紀香を、毎

日幸せな思い

で見ています。

　 こ れ か ら

も、天真爛漫

で笑顔の似合

う、優しい子

に育ってほし

いです。

　
闇
に
う
か
び
上
が
る
白
い
ア
イ
リ
ス
の

花
弁
。
そ
の
上
に
置
か
れ
た
供
物
の
よ
う

な
鳥
の
死
骸
は
、
密
や
か
に
佇
む
貝
殻
と

と
も
に
祭
壇
を
彷
彿
と
さ
せ
る
静
謐
な
空

間
を
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
深
淵
な
孤
独
感
と
神
秘
性
を
た
た
え
た

こ
の
作
品
は
、
昨
年
（
２
０
０
３
）
６

月
、
77
歳
で
逝
去

さ
れ
た
洋
画
家
・

及
川
正
氏
が
最
晩

年
に
描
い
た
も
の

で
す
。

　
及
川
氏
は
大
正

14
年
（
１
９
２

５
）
岩
手
県
江
刺

市
生
ま
れ
。
昭
和

26
年
（
１
９
５

１
）
岩
手
県
立
美

術
工
芸
学
校
油
絵

科
を
卒
業
し
ま
し
た
。
昭
和
28
年
（
１
９
５

３
）
よ
り
古
河
市
に
居
住
し
、
昭
和
50
年

（
１
９
７
５
）
第
29
回
二
紀
展
に
て
褒
賞

受
賞
、
二
紀
会
同
人
に
推
挙
さ
れ
ま
す
。

主
に
個
展
中
心
に
活
動
を
展
開
し
ま
す

が
、
自
由
美
術
展
、
東
京
セ
ン
ト
ラ
ル
美

術
館
油
絵
大
賞
展
、
北
関
東
美
術
展
等
に

入
選
、
茨
城
県
美
術
展
覧
会
で
は
長
年
会

員
を
務
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
河
市
の

文
化
事
業
に
お
い
て
も
、
第
3
小
学
校
校

舎
壁
画
、
ま
く
ら
が
の
里
散
歩
道
ス
タ
ン

プ
原
画
、
歴
史
博
物
館
展
示
物
な
ど
の
制

作
に
携
わ
り
、
近
隣
で
創
作
活
動
を
す
る

美
術
愛
好
家
の
作
品
発
表
の
場
と
し
て

下
総
美
術
展
を
設
立
、
後
進
の
指
導
に
あ

た
る
な
ど
、
地
域
美
術
振
興
に
幅
広
く
寄

与
し
ま
し
た
。

　
お
よ
そ
50
年
に
及

ぶ
画
業
の
な
か
、
及

川
氏
の
手
掛
け
た
画

題
は
、
人
物
を
は
じ

め
風
景
、
花
や
静

物
、
曼
荼
羅
、
ま
た

郷
里
岩
手
県
の
遠
野

伝
説
に
登
場
す
る

河
童
に
取
材
し
た
も

の
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
そ
の
作
風
は
本
作

品
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
写
実
的
で
あ
り

な
が
ら
現
実
感
を
伴
わ
な
い
幻
想
性
に
支

配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
及
川

氏
の
作
品
に
は
、
対
象
を
細
密
に
捉
え
る

デ
ッ
サ
ン
力
、
そ
し
て
繊
細
な
ニ
ュ
ア
ン

ス
を
表
現
す
る
彩
色
技
法
以
上
に
、
自
ら

の
心
象
を
描
き
出
す
深
い
精
神
性
が
宿
っ

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
同
展
は
７
／
21
か
ら
8
／
1
ま
で
）
　

古
河
街
角
美
術
館
学
芸
員
　
倉
井
直
子

及川正「祈」

再生紙を使用しています。 環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

我が家の花づくり3カ条

マイ・ガーデニング

シャッターチャンス！

大手町　針谷 千明さん　32歳

赤いブランコが大好きだよ

「あー気持ちいい。」紀香ちゃん（4歳）

〜
街
角
美
術
館
企
画
展
「
及
川
正
遺
作
展
」
〜

は
な
び
ら

た
た
ず

し
も
う
さ

ま
ん
だ
ら

か
っ
ぱ

ほ
う
ふ
つ

し
ん
え
ん

え
さ
し

せ
い
ひ
つ

お
い
か
わ
た
だ
し

ひとなつ

らんまん

し   ろう
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